
た
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

奈
良
国
立
博
物
館
で
は
、
長
年
に
渡
っ
て
収
集
・
蓄
積
さ
れ
た
文
化
財
に
関

連
す
る
写
真
・
文
献
等
の
情
報
資
料
に
つ
い
て
、
仏
教
美
術
資
料
研
究
セ
ン
タ

ー
が
中
心
と
な
っ
て
整
理
・
保
管
を
お
こ
な
い
、
館
内
に
お
け
る
活
用
を
は
か

り
、
ま
た
外
部
の
利
用
者
に
対
し
て
も
専
門
的
な
情
報
資
料
と
し
て
提
供
を
お

こ
な
っ
て
き
た
。
近
年
よ
り
学
術
研
究
に
お
い
て
有
用
な
情
報
資
料
の
共
有
が

求
め
ら
れ
、
博
物
館
に
お
い
て
も
そ
れ
に
対
応
す
る
体
制
と
情
報
機
器
等
の
適

切
な
導
入
が
は
か
ら
れ
て
い
た
が
、
当
館
で
も
写
真
に
つ
い
て
早
く
か
ら
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
が
取
り
組
ま
れ
て
き
た
。

そ
う
し
た
中
で
平
成
七
年
度
(
-
九
九
五
）
よ
り
博
物
館
・
美
術
館
に
お
け
る

情
報
化
推
進
の
た
め
の
予
算
が
得
ら
れ
、
国
立
博
物
館
・
美
術
館
に
「
文
化
財

情
報
シ
ス
テ
ム
」
「
美
術
情
報
シ
ス
テ
ム
」
が
導
入
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
各

館
が
文
化
財
・
美
術
品
の
情
報
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
蓄
積

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
提
供
す
る
こ
と
が
開
始
さ
れ
た
が
、
当
館
で

も
そ
れ
ま
で
に
蓄
積
さ
れ
た
情
報
を
も
と
に
独
自
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
ま

た
文
化
庁
で
構
想
さ
れ
た
「
共
通
索
引
」
と
呼
ば
れ
る
仕
組
み
と
の
関
連
も
持

は
じ
め
に

(
1
)
 

奈
良
国
立
博
物
館
文
化
財
情
報
シ
ス
テ
ム

文
化
財
情
報
シ
ス
テ
ム
の
現
状
と
展
望

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
資
源
の
書
誌
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
の
関
連
か
ら
|
ー

筆
者
は
平
成
八
年
度
(
-
九
九
六
）
か
ら
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
運
営
と
情
報
提

供
に
携
わ
り
、
実
質
的
な
稼
働
か
ら
五
年
が
経
過
し
た
。
本
稿
で
は
、
ま
ず
当

館
で
導
入
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
の
現
状
に
つ
い
て
報
告
し
、
続
い
て
文
化
庁
を
中

心
に
構
想
さ
れ
た
文
化
財
に
関
わ
る
情
報
化
の
過
程
を
整
理
し
て
こ
こ
で
改
め

て
検
討
し
て
み
た
い
。
そ
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
た
情
報
提
供
に
と
っ

て
今
後
と
も
重
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
書
誌
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
い
う
観
点
か
ら
文

化
財
情
報
シ
ス
テ
ム
全
体
を
取
り
上
げ
、
博
物
館
に
お
け
る
情
報
提
供
の
展
望

を
述
べ
た
い
。

シ
ス
テ
ム
構
築
の
経
緯

当
館
で
は

一
九
八
七
年
前
後
よ
り
、
文
化
財
と
写
真
フ
ィ
ル
ム
の
情
報
を
管

理
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
構
築
し
て

い
た
。
当
館
で
所
蔵
す
る
写
真
フ
ィ
ル
ム
は
文
化
財
を
撮
影
し
た
も
の
が
大
半

で
あ
る
た
め
、
フ
ィ
ル
ム
は
被
写
体
で
あ
る
作
品
ご
と
に
ま
と
め
て
管
理
す
る

必
要
が
あ
る
。
し
か
も
整
理
の
必
要
な
写
真
フ
ィ
ル
ム
全
体
の
量
は
二
十
万
枚

を
越
え
る
多
量
な
も
の
で
あ
る
た
め
、
リ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

採
用
し
て
作
品
と
写
真
フ
ィ
ル
ム
の
情
報
を
別
々
の
テ
ー
ブ
ル
に
蓄
積
し
、
両

宮

崎

幹

子
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者
を
関
連
付
け
る
こ
と
で
作
品

(
1
件
）
と
写
真

(
n
件
）
の
情
報
を
効
率
的
に

処
理
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
た
。
ま
た
作
品
情
報
を

―
つ
の
テ
ー
ブ
ル
に
蓄
積

す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
単
に
写
真
フ
ィ
ル
ム
の
管
理
だ
け

で
な
く
、
将
来
的
に
は
作
品
に
関
わ
る
情
報
を
充
実
さ
せ
て
当
館
が
調
査
し
た

文
化
財
の
記
録
を
蓄
積
す
る
と
い
う
発
展
性
も
考
慮
し
て
構
築
さ
れ
て
い
た
。

(1
)
 

当
時
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
田
窪
直
規
氏
に
よ
る
報
告
に
詳
し
い
。
平
成
七

年
度
の
シ
ス

テ
ム
の
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
蓄
積
さ
れ

た
情
報
を
元
に
構
築
が
開
始
さ
れ
た
。

平
成
七
年
(
-
九
九
六
）
五
月
の
『
文
化
財
月
報
』
で
は
「
高
度
情
報
化
時
代

の
文
化
行
政
」
と
題
す
る
特
集
を
組
み
、
そ
の
中
で
「
文
化
財
情
報
の
発
信
の

(
2
)
 

た
め
の
基
盤
整
備
」
と
題
す
る
以
下
の
よ
う
な
施
策
説
明
が
な
さ
れ
た
。
国
立

を
開
い
て
情
報
を

一
っ

博
物
館
・
美
術
館

・
文
化
財
研
究
所
が
文
化
財
や
美
術
品
の
情
報
を
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
化
し
、
各
機
関
が
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
通
し
て
情
報
提
供
す
る
。
利
用
者

が
情
報
を
探
す
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
博
物
館
・
美
術
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

つ
調
べ
る
の
で
は
手
間
が
か
か
る
た
め
、
各
機
関
が

提
供
す
る
情
報
を
総
合
的

・
横
断
的
に
検
索
で
き
る
シ
ス

テ
ム
の
構
築
も
進
め

る
。

つ
ま
り
個
々
の
機
関
は
独
自
に
情
報
を
蓄
積
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に

公
開
す
る
が
、
そ
う
し
た
情
報
を
横
断
的
に
結
び
つ
け
て

―
つ
の
情
報
源
を
検

索
し
た
よ
う
な
結
果
を
得
ら
れ
る
仕
組
み
も
同
時
に
整
備
す
る
と
い
う
の
で
あ

る
。
こ
の
仕
組
み
が
「
共
通
索
引
」
で
あ
り
、
各
機
関
で
構
築
さ
れ
る
シ
ス
テ

ム
は
「
文
化
財
情
報
シ
ス
テ
ム
」
ま
た
は
「
美
術
情
報
シ
ス
テ
ム
」
と
呼
ば
れ

た
。
こ
の
構
想
に
依
る
限
り
、
各
機
関
で
構
築
す
る
シ
ス
テ
ム
は
、
共
通
索
引

と
の
リ
ン
ク
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
完
結
を
見
る
こ
と
に
な
る
。
各
機
関
の
シ
ス

テ
ム
は
ロ
ー
カ
ル
シ
ス
テ
ム
と
も
呼
ば
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
共
通
索
引
は
論
理

的
セ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
構
想
が
最
終
的
に
選

シ
ス
テ
ム
の
内
容

つ
の
テ

択
さ
れ
た
背
景
に
つ
い
て
は
次
章
で
詳
し
く
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
て
、
ま
ず

は
当
館
で
構
築
さ
れ
た
文
化
財
情
報
シ
ス
テ
ム
の
内
容
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。

平
成
七
年
度
以
降
、
当
館
の
シ
ス
テ
ム
構
築
は
表

1
の
よ
う
な
経
過
を
辿

っ

て
い
る
。
シ
ス
テ
ム
の
導
入
時
、
当
館
の
シ
ス
テ
ム
の
目
的
は
こ
れ
ま
で
に
蓄

積
さ
れ
た
文
化
財
と
写
真
フ
ィ
ル
ム
に
関
す
る
情
報
を
整
理
し、

有
効
活
用
で

き
る
よ
う
に

一
元
的
に
管
理
す
る
と
と
も
に
、
更
に
情
報
の
蓄
積
を
進
展
さ
せ

て
そ
の
成
果
を

一
般
に
も
公
開
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
ず
、
前
述
の
デ
ー
タ

ベ

ー
ス
か
ら
の
デ
ー
タ
を
引
き
継
い
で
全
体
を
作
品
と
写
真
に
関
わ
る

ー
ブ
ル
を
基
本
と
し
、
そ
れ
に
所
蔵
者
、
作
品
関
係
者
等
の
サ
ブ
テ
ー
ブ
ル
を

参
照
テ
ー
ブ
ル
と
し
て
加
え
た
。
ま
た
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
と
同
時
に
写
真

フ
ィ

ル
ム
か
ら
作
成
し
た
画
像
デ
ー
タ
も
扱
え
る
よ
う
に
し
た
。
平
成
七
＼
八
年
度

に
か
け
て
こ
の
新
し
い
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
し
、
平
成
八
年
度
に
は
そ
こ
か

ら
抽
出
し
た
情
報
を
外
部
用
サ
ー
バ
ー
に
載
せ
て
検
索
シ
ス
テ
ム
と
し
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し
た
。
こ
の
時
点
で
は
、
館
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し

て
各
部
署
か
ら
情
報
の
共
有
が
可
能
と
な
り
、
外
部
へ
の
情
報
公
開
を
お
こ
な

っ
た
と
い
う
点
で
進
展
が
あ
っ

た
が
、
シ
ス
テ
ム
の
仕
様
策
定
に
費
や
す
時
間

が
充
分
で
は
な
く
、
運
用
面
や
安
定
稼
働
に
は
問
題
が
残
っ
た
。
そ
の
た
め
、

部
分
的
な
改
良
を
次
年
度
以
降
に
し
た
も
の
の
当
初
の
サ
ー
バ
と
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
が

一
世
代
前
の
O
S
(
W
ind
o
w
s
N
T
3
.5
お
よ
び
W
i
n
d
o
w
s
3
.l
)
で
あ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
そ
れ
を
基
本
に
改
良
を
続
け
る
の
が
得
策
で
は
な
い
と
判
断
し
て
、

平
成
十
年
度
に
導
入
し
た
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の

一
部
を
使
用
し
（
サ
ー
バ
ー、

ク
ラ

イ
ア
ン
ト
の
0
S
は
W
i
n
d
o
w
s
N
T4
.
0
、
W
ind
o
w
s98)
、
平
成
十

一
年
度
に
、
特
に

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
部
分
の
仕
様
を
見
直
し
て
再
構
築
を
お
こ
な
っ
た
。
従
っ

(
2
)
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て
続
い
て
述
べ
る
の
は
、
現
在
運
用
中
の
第
二
期
目
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
な

お
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
開
発
は
日
本
科
学
技
術
振
興
財
団
に
依
頼
し
た
。

表 1 当館文化財情報シス テム構築の沿革

現在のシステムは、構造的には第一期目と同様、作品に関わる部

平成7年度(1995) 文化財情報システムのハードウ ェア及びソフトウ ェア導入

館内ネ ットワークの整備

〈基幹： A TM (155Mbps)、支線： Ethernet (lOMbps)〉

インターネットヘの接続

平成8年度(1996) システムの本格的稼働

ソフトウェア安定稼働のための改良と機能追加

公式ホームページ公開 (8月）

共通索引へのデータ提出

外部用検索システムの公開 (10月）

平成 9年度(1997) 東新館事務室への移動による館内ネ ットワークの移設 (12月）

平成10年度(1998) ホームページ名品紹介公開 (6月）

館内ネ ットワークの更新

〈基幹： Gigabit Ether (lOOOMbps)、支線： Ethernet (lOOMbps)〉

新規ハードウ ェア導入

平成11年度(1999) 前年度導入ハードウ ェアヘのシステム再構築

WWWサーバの交代 (12月）

検索システムの更新及び公開 (3月）

共通索引と外部用検索システムとのリンク整備

作
品
が
館
蔵
品
で
あ
る
場
合
、
そ
れ
に
関
わ
る
情
報
を
蓄
積
す
る
。

b

作
品
情
報

2

（図
3
)

情
報
も
主
と
し
て
こ
こ
に
移
行
さ
れ
た
。

a
 

（図
2
)

分
と
写
真
に
関
わ
る
部
分
に
大
別
さ
れ
、
作
品
を
中
心
に
複
数
の
テ
ー
ブ
ル
を

サ
ブ
テ
ー
ブ
ル
と
し
て
関
連
づ
け
て
い
る

（図
1
)
。
入
力
作
業
を
簡
易
化
し
て

情
報
の
蓄
積
を
更
に
進
展
さ
せ
る
た
め
に
こ
う
し
た
サ
ブ
テ
ー
ブ
ル
か
ら
の
参

照
・
コ
ピ

ー
機
能
を
充
実
さ
せ
、
ま
た
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
部
分
は
目
的
別
に

複
数
の
画
面
に
分
け
て
中
心
と
な
る
作
品
情
報
か
ら
殆
ど
の
情
報
を
操
作
で
き

る
よ
う
に
し
た

（図

2
1
6
)
。
全
体
は
、
内
部
用
と
外
部
用

（公
開
用
）
に
分
か

〈内
部
用
シ
ス
テ
ム
〉

―二
九
件
）

作
品
情
報
の
基
本
と
な
る
テ
ー
ブ
ル
で
、
名
称
、
所
蔵
者
、
員
数
、
時
代
、

世
紀
、
品
質
・
形
状
、
伝
来
等
と
い

っ
た
固
有
の
情
報
を
蓄
積
す
る
。
作
品

一
点
ご
と
に

一
レ
コ
ー
ド
を
作
成
し
、

一
件
が
複
数
点
か
ら
構
成
さ
れ
る
も

の
や
附
に
つ
い
て
は
、
シ
ス
テ
ム
上
で
の
管
理
番
号
で
あ
る
I
D
番
号
に
枝
番

号
を
付
け
て
関
連
づ
け
を
お
こ
な
う
。
写
真
情
報

(B
)
と
の
リ
ン
ク
は
、
こ

の
I
D
番
号
か
ら
シ
ス
テ
ム
固
有
の
通
し
番
号
を
経
由
し
て
お
こ
な
う
。
作
品

情
報
の
画
面
は
、
利
用
目
的
に
よ
り
次
の
三
つ
に
分
割
し
て
い
る
。

作
品
情
報
1

作
品
に
関
す
る
基
本
的
な
情
報
。
館
蔵
品
図
版
目
録
等
に
記
載
さ
れ
る
基
本

デ
ー
タ
に
ほ
ぽ
対
応
し
て
い
る
。
シ
ス
テ
ム
構
築
以
前
か
ら
蓄
積
し
て
き
た

（平
成
十
三
年
三
月
時
点
）

（登
録
件
数
：
九
、

0
七
0
件
。
う
ち
公
開
：
七
、

A

作
品
情
報
（
テ
ー
ブ
ル
名

M
S
A
K
U
H
I
N
)

れ
て
い
る
。
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作品情報
(MSAKUHIN) 

I 1 :n I 

リンク情報 写真情報
(MSOL INK) (MSYAS IN) 

I 1 :1 I N
寸

作品通番 作品通番

写真通番

写真通番

写真原板番号

ファイル名

部門コード
(MDA IM) 

部門コード

部門名称

作品通番

履歴通番

員数コード
(MI NZUM) 

員数コード

員数名称

作品関係者
(MSAKUM) 

作品関係者ID

名称

所蔵者
(MSYOZOM) 

所蔵者ID

紐
住所都道府県

住所市町村

寄贈者
(MK I ZOUM) 

寄贈者ID

紐
住所都道府県

住所市町村

寄託者
(MKITAKU) 

寄託者ID

紐
住所都道府県

住所市町村

ID番号

座
員数単位コード

国コード

時代コード始

時代詳細コード始

時代コード終

時代詳細コード終

作品関係者ID1 

作品関係者1D2

所蔵者ID1 

所蔵者1D2

寄贈者ID

キーワード 1

キーワード2

キーワード3

キーワード4

キーワード 5

寄託者ID

履歴情報
(MSCHM) 

画像ファイル

FILE SYSTEM 

国コード
(MKUN IM) 

国コード

国名
時代コード
(MZIDAIM) 

国コード

時代コード

時代名

キーワード
(MKEYWDM) 

キーワードコード

キーワード

時代詳細コード
(MMZISYOM) 

国コード

時代コード

時代詳細コード

時代詳細名

図1 文化財情報システム 主要テーブル関連図

（日本科学技術振興財団作成資科に修正・加箪作成）
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c
 

c
 （

登
録
件
数
i

-

、
三
九

一
件
）
（
平
成
十
三
年
三
月
時
点
）

タ
入
力
を
お
こ
な
っ
て
い
る
た
め
、
全
体
の
中
で
は
む
し
ろ
館
蔵
品
以
外
の

作
品
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
所
蔵
者
固
有
の
情
報
を
、

D

所
蔵
者
情
報
（
テ
ー
ブ
ル
名

M
S
Y
O
Z
O
M
)

1
の
関
係
に
自
動
リ
ン
ク
が
作
成
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

一
種
の
典
拠

後、

5
0
0
x
5
0
0
¥
7
5
0
x
7
5
0
ピ
ク
セ
ル
相
当
の
J
P
G
画
像
デ

作
品
情
報

3

（図
4
）

作
品
が
寄
託
品
で
あ
る
場
合
、
そ
れ
に
関
わ
る
情
報
を
蓄
積
す
る
。

b
、

C

に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
入
力
途
中
で
、
館
蔵
品
•
寄
託
品
に
関
わ
る

デ
ー
タ
の
整
備
状
況
に
合
わ
せ
て
今
後
進
め
て
い
け
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

写
真

フ
ィ
ル
ム

一
枚
ご
と
の
情
報
を
蓄
積
す
る
。
原
板
番
号
、
撮
影
日
、
撮

影
部
分
、
撮
影
機
会
な
ど
で
、
管
理
番
号
を
も
と
に
作
品
情
報
に
対
し
て
リ

画
像
デ
ー
タ
（
図
6
)

（登
録
件
数
i

六
、
五

0
0
件
）
（
平
成
十
三
年
三
月
時
点
）

4
x
5
カ
ラ
ー
ポ
ジ
及
び
モ
ノ
ク
ロ
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
を
P
h
o
t
o

C
D
に
し
た

ー
タ
を
作
成
し
て
サ
ー
バ
ー
に
格
納
し
て
い
る
。
6
桁
の
フ
ァ
イ
ル
名
を
写

真
原
板
番
号
と
同
じ
に
し
、
写
真
情
報

(
B
)

の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
と

1
i

館
蔵
品
•
寄
託
品
以
外
で
あ
っ
て
も
調
査
・
撮
影
し
た
作
品
に
つ
い
て
デ
ー

ン
ク
付
け
さ
れ
、
作
品
ご
と
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
。

（
平
成
十
三
年
三
月
時
点
）

（登
録
件
数
こ
五
五
、
六

一
八
件
う
ち
公
開
二
立
三
、
八
三
七
件
）

B

写
真
情
報
（
テ
ー
ブ
ル
名

M
S
Y
A
S
I
N
)

(図
5
)

B
 

A
 述

べ
る
。

て
い
る
。

テ
ー
ブ
ル
と
し
た
。
作
品
に
対
し
て
最
大
二
件
ま
で
の
所
蔵
者
情
報
を
関
連

づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

〈
外
部
用
シ
ス
テ
ム
〉

所
蔵
写
真
検
索
シ
ス
テ
ム

内
部
用
と
内
容
的
に
は
ほ
ぼ
同
様
だ
が
、
外
部
用
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
別
に

保
有
し
、
内
部
に
蓄
積
し
た
デ
ー
タ
を

一
括
転
送
し
て
、
外
部
用
の
検
索
シ

ス
テ
ム
上
で
運
用
し
て
い
る
。
検
索
シ
ス
テ
ム
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
公
開

し
、
非
公
開
を
除
く
情
報
は
館
蔵
品
以
外
で
も
外
部
か
ら
利
用
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
る
。
デ
ー
タ
の
構
造
は
内
部
用
と
ほ
ぼ
同
様
で
、
ま
ず
作
品
情
報

を
検
索
し
、
そ
こ
か
ら
写
真
情
報
、
画
像
デ
ー
タ
を
参
照
す
る
仕
組
み
と
し

共
通
索
引
デ
ー
タ
作
成

当
館
で
蓄
積
さ
れ
た
情
報
は
全
て
上
記
の
検
索
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
公
開
し

て
い
る
た
め
、
共
通
索
引
と
の
関
係
は
、
検
索
シ
ス
テ
ム
上
の
館
蔵
品
情
報

に
よ
っ
て
対
応
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
共
通
索
引
へ
提
出
す
る
索
引
デ
ー
タ

の
作
成
を
内
部
用
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
自
動
書
き
出
し
に
よ
っ
て
お
こ
な
え

る
よ
う
に
し
た
。
検
索
シ
ス
テ
ム
で
表
示
さ
れ
る
作
品
情
報
は
、

W
W
Wで

の
所
在
を
示
す
固
有
の
U
R
L
を
持
つ
が
、
内
部
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
書
き
出

す
索
引
デ
ー
タ
に
、
作
品
の
U
R
L
が
自
動
的
に
付
与
さ
れ
る
仕
組
み
と
し
た
。

共
通
索
引
と
当
館
の
文
化
財
情
報
シ
ス
テ
ム
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
次
章
で

（図
7
)

46 



こ
れ
ま
で
の
シ
ス
テ
ム
構
築
の
中
で
、
当
館
に
お
い
て
当
面
必
要
と
な
る
記

述
枠
組
み
（
項
目
）
や
操
作
条
件
に
つ
い
て
は
整
理
で
き
た
よ
う
に
思
う
。
ま
た
、

値
を
あ
ら
か
じ
め
設
定
で
き
る
デ
ー
タ
の
コ
ー
ド
化
（
部
門
、
時
代
な
ど
）
や
、

複
数
の
サ
ブ
テ
ー
ブ
ル
の
作
成
に
よ
っ
て
、
安
定
し
た
情
報
を
容
易
に
蓄
積
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
品
質
・
形
状
や
備
考
な
ど
の
項
目
に
入

力
す
る
専
門
的
な
用
語
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
フ
リ
ー
ワ
ー
ド
入
力
と
な
っ

て
お
り
、
最
低
限
必
要
な
用
語
を
記
載
し
た
リ
ス
ト
（
マ
ニ
ュ
ア
ル
）
を
見
な
が

ら
、
内
容
の
揺
れ
に
留
意
す
る
に
留
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
入
カ
・

検
索
の
両
面
に
お
い
て
使
用
で
き
る
キ
ー
ワ
ー
ド
辞
書
的
な
支
援
ツ
ー
ル
の
整

備
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
も
の
は
、
四
章
で
も
述
べ
る
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
上
で
公
開
さ
れ
る
各
種
情
報
資
源
に
対
す
る
支
援
ツ
ー
ル
と
し
て
も
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

現
在
の
シ
ス
テ
ム
は
、
継
続
的
に
蓄
積
し
て
き
た
写
真
関
連
の
デ
ー
タ
を
公

開
し
、
同
時
に
写
真
フ
ィ
ル
ム
の
整
理
を
効
果
的
に
進
め
る
こ
と
を
念
頭
に
構

築
を
お
こ
な
っ
た
。
し
か
し
、
文
化
財
に
関
わ
る
研
究
に
資
す
る
情
報
シ
ス
テ

ム
と
い
う
観
点
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
詳
細
な
デ
ー
タ
や
解
説
、
関

連
文
献
の
情
報
、
伝
来
や
履
歴
と
い
っ
た
歴
史
的
記
録
、
そ
し
て
様
々
な
角
度

か
ら
の
画
像
デ
ー
タ
と
い
っ
た
多
種
多
様
な
情
報
が
盛
り
込
ま
れ
、
利
用
者
が

研
究
を
進
め
る
上
で
の
新
し
い
観
点
を
得
る
こ
と
を
支
援
す
る
よ
う
な
、
発
展

的
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
本
質
的
に
は
求
め
ら
れ
よ
う
。
当

館
で
も
、
そ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
の
構
築
方
法
を
検
討
し
、
志
向
す
る
こ
と
も
必

要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
但
し
そ
の
意
味
で
は
、
こ
れ
ま
で
は
デ
ー
タ
の
蓄
積

が
発
展
途
上
で
あ
り
、
ま
た
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
要
求
を
明
確
に
か
た
ち
に
す

る
の
も
難
し
い
段
階
に
あ
っ
た
。
し
か
し
前
述
の
通
り
、
こ
れ
ま
で
に
蓄
積
さ

(
3
)
 今
後
の
課
題

れ
た
情
報
は
写
真

フ
ィ
ル
ム
に
関
わ
る
部
分
が
中
心
と
は
い
え
作
品
に
関
わ
る

部
分
は
個
別
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
た
め
、
将
来
的
に
拡
張
は
可
能
で
あ
る
。
こ

の
充
実
は
、
利
用
者
の
習
熟
や
今
後
の
展
開
に
合
わ
せ
て
段
階
的
に
お
こ
な
っ

て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

文
化
財
に
お
け
る
情
報
化
の
過
程
と

文
化
財
情
報
シ
ス
テ
ム
・
共
通
索
引

文
化
財
情
報
シ
ス
テ
ム
と
共
通
索
引
の
関
係

二
章

(
1
)
で
述
べ
た
よ
う
に
、
文
化
庁
の
構
想
し
た
文
化
財
情
報
シ
ス
テ
ム

で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
文
化
財
・

美
術
品
情
報
が
公
開
さ
れ
る
こ
と
を
そ

の
前
提
と
し
た
。
博
物
館
・
美
術
館
は
ロ
ー
カ
ル
シ
ス
テ
ム
に
蓄
積
し
た
情
報

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
し
、
次
い
で
共
通
索
引
の
仕
様
に
そ
っ
た
索
引

デ
ー
タ
を
作
成
し
、
セ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム
ヘ
と
提
出
す
る
。
索
引
デ
ー
タ
の
実

質
的
な
取
り
ま
と
め
は
東
京
国
立
博
物
館
で
お
こ
な
わ
れ
、
共
通
索
引
シ
ス
テ

ム
の
管
理
運
営
も
そ
こ
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
共
通
索
引

（試
行
版
い
）
は
平

成
八
年
(
-
九
九
六
年
）
十

一
月
に
公
開
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
対
象
は
国
立
の
博

物
館
・

美
術
館
か
ら
公
立
私
立
博
物
館
・

美
術
館
へ
と
拡
張
さ
れ
、
参
加
館
か

ら
構
成
さ
れ
る
「
文
化
財
情
報
シ
ス
テ
ム
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
組
織
さ
れ
た
。
現

在
は
そ
こ
が
主
体
と
な
っ
て
意
見
交
換
や
普
及
に
つ
と
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。
共
通
索
引
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
そ
の
詳
細
が

(3
)
 

報
告
さ
れ
て
い
る
。

共
通
索
引
は
、
そ
の
名
の
通
り
、

W
W
W上
の
特
定
の
情
報
を
検
索
す
る
た

め
の
索
引
デ
ー
タ
の
集
ま
り
で
、
検
索
の
キ
ー
、
検
索
結
果
の
見
出
し
、
そ
の

情
報
の
所
在

(
U
R
L
)

の
三
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
仕
様
は
表

2
の
よ
う
に
な

(
1
)
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表 2 共通索引の仕様（注(3)より）

記号 内容 用途 記述法 百語指定 最大長制限 繰返制限

<U> 標準URL 表示用 必須 WWW標準 WWW標準 WWW椋準 1 
<U 1 > 日本語URL 表ホ用 任意 WWW標準 WWW標準 WWW標禅 1 
<U 2> 英語URL 表ホ用 任意 WWW標準 WWW標準 WWW標準 1 
<H> 標準見出し 表示用 必須 無指定 60バイト 1 
<H 1 > 日本語見出し 表ホ用 任意 日本語 60バイト 1 
<H 2> 英語見出し 表ホ用 任意 英語 601ゞイト 1 
<F 1 > 作品名 検索用 任意 無指定 40バイト 無制限

<F 2 > 作者名 検索用 任意 無指定 40バイト 無制限

<F 3 > 所蔵者名 検索用 任意 無指定 40バイト 無制限

<F4 > 制作時期 検索用 任意 ．．時代， ．．世紀， 19.. 年等 無指定 40バイト 無制限

<F5 > 種別 検索用 任意 無指定 40バイト 無制限

<K> 自由キーワード 検索用 任意 無指定 401ゞイト 無制限

<R> 適合度 検索用 任意 0から 9までの整数 1 

表3 当館で自動作成した共通索引デー タ

<U> <H> <Fl> 

http.//www narahaku go.Jp/cg1- 如来像 奈良国立博物館 如来像

bm/syashm/v1ewer cg1?&SYNM=0000006258 

http.//www.narahakugo.jp/cgi- 釈迦如来像（消涼寺式） 奈良国立博物館 釈迦如来像（消涼寺式）

bm/ syashm/v1ewer cg1? &SYNM =0000003917 
http./ /www.narahaku go jp/cg1- 薬師如来像 奈良国立栂物館 薬師如来像

b1n/syashm/v1ewer.cg1?&SYNM=0000003919 

http.//www narahaku go.Jp/cgi- 阿弥陀如来像 奈良国立博物館 阿弥陀如来f後
bm/syashin/viewer.cgi7&SYNM=0000000082 

http.//www narahaku go.Jp/cgi- 阿弥陀如来像 奈良国立博物館 [Iii)弥ti佗如来｛象
bin/syashin/v1ewer.cgi?&SYNM=0000002035 

http:/ /www narahaku go.Jp/cg1- 阿弥陀如来像（裸形） 奈良国立t歎物館 阿弥陀如来像（裸形）
bin/syashin/viewer.cgi?&SYNM=0000000083 

http/ /www narahaku go.Jp/cg1- 釈迦如来像（出山） 奈良国立t崩物館 釈迦如来像（出山）
bin/syashin/v1ewer cg11&SYNM=0000003918 

http://www.narahaku.go.JP/cg1- 聖観音像 奈良国立博物館 聖観音像

bm/syashm/v1ewer cg1?&SYNM =0000000087 

http:/ /www.narahaku.go.jp/cg1- 十一面観音像 奈良国立博物館 十一面観音像

bm/syashm/viewer cg1?&SYNM =0000003921 

インターネット／ 館内LAN

共通索引

(2')結果・表示

輝Wサーバー
公開用

所蔵写真検索
システム

._ ___________ _ 
1索引データ提出 I

システム
データベース

<F3> <F4> <F5> 
奈良国立博物館 平安 ；10-11 彫刻

奈良国立t専物館 鎌倉； 13 彫刻

奈良国立膊物館 平安； 9 彫刻

奈良国立博物館 平安； 12 彫刻

奈良国立t尊物館 平安 ；12 彫刻

奈良国立栂物館 鎌倉； 13 彫刻

奈良国立t専物館 室町 ；15-16 彫刻

奈良国立博物館 平安； 10 彫刻

奈良国立t専物館 平安； 9 彫刻

.. 動的なデータの流れ

← —静的なデータの流れ

図 8 文化財情報システム ・所蔵写真検索システム ・共通索引関連概念図
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情
報
化
の
過
程
と
共
通
索
引
の
意
味
す
る
も
の

以
上
の
よ
う
な
構
想
に
基
づ
い
て
各
機
関
に
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
、
共
通

索
引
の
公
開
に
至
る
ま
で
に
、
文
化
庁
、
国
立
博
物
館
・
美
術
館
、
文
化
財
研

究
所
な
ど
の
間
で
は
、
文
化
財
・
美
術
品
に
係
わ
る
情
報
化
の
あ
り
方
に
つ
い

て
検
討
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
当
初
は
、
各
機
関
か
ら
情
報
を
集
積
し
て
総

合
的
な
文
化
財

・
美
術
品
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
た
が

（
「
物
理
的
セ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム
」
と
も
呼
ば
れ
た
）
、
最
終
的
に
は
各
館
が
独
自

(
2
)
 

れ
て
い
る
。

っ
て
い
る
。
当
館
で
の
対
応
と
し
て
、
こ
の
仕
様
の
索
引
デ
ー
タ
の
自
動
作
成

を
平
成
十

一
年
度
末
か
ら
実
施
し
た
（
表
3
)
。
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
当
館
で

は
所
蔵
写
真
検
索
シ
ス
テ
ム
と
い
う
位
置
づ
け
で
情
報
を
公
開
し
て
い
る
た
め
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
館
蔵
品
以
外
の
情
報
も
数
多
く
含
ま
れ
る
。
そ
こ
で
共
通

索
引
に
は
、
館
蔵
品
に
対
応
す
る
部
分
の
み
の
索
引
デ
ー
タ
を
作
成
し
て
い
る
。

じ
め
静
的
に
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、

W
W
Wと
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
連
携
に
よ

り
、
検
索
プ
ロ
グ
ラ
ム

(
C
G
I
)

が
動
的
に
作
成
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
検

索
結
果
で
表
示
さ
れ
る
情
報
が
常
に

一
定
の
U
R
L
を
持
つ

よ
う
に
検
索
。
フ
ロ

グ
ラ
ム
を
設
計
し
、
索
引
デ
ー
タ
に
は
対
応
す
る
U
R
L
が
自
動
的
に
付
与
さ
れ

る
よ
う
に
し
た
。
文
化
財
情
報
シ
ス
テ
ム
・
所
蔵
写
真
検
索
シ
ス
テ
ム
・
共
通

索
引
の
関
連
を
図
示
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る

（図
8
)
。
共
通
索
引
の
利
用
者

が
検
索
を
お
こ
な
う
と

(
1
)
、
そ
の
結
果
に
各
情
報
へ
の
リ
ン
ク

(
U
R
L
)
が
指

示
さ
れ
(
2
)
、
U
R
L
を
選
択
し
て
参
照
す
る
と

(
3
)
、
検
索
シ
ス
テ
ム
を
直
接

利
用
し
た
場
合
と
同
様
の
表
示
へ
行
き
着
く
(
4
)
。
共
通
索
引
全
体
で
は
、

一

部
静
的
な
ペ

ー
ジ
ヘ
の
リ
ン
ク
も
あ
る
が
、
概
ね
当
館
と
同
様
の
対
応
が
と
ら

当
館
の
検
索
シ
ス
テ
ム
で
表
示
さ
れ
る
情
報
は
、

―
フ
ァ
イ
ル
ご
と
に
あ
ら
か

の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
情
報
を
蓄
積
し
、
各
自
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し

て
情
報
提
供
を
お
こ
な
う
と
い
う
方
向
へ
と
向
か
っ
た
。
そ
の
上
で
「
横
断
的

な
検
索
シ
ス
テ
ム
」
（
「
論
理
的
セ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム
」
と
も
呼
ば
れ
た
）
と
い
う
別

文
化
財
・
美
術
品
の
情
報
を
公
開
し
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
方
法
と
し
て
、

物
理
的
セ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
選
択
が
あ
っ
た
と
い
う
の
は
、
例
え

ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
以
前
か
ら
博
物
館
収
蔵
品
の
情
報
化
へ
適
応
で

(
4
)
 

き
る
ツ
ー
ル
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
海
外
で
存
在
し
て
い
た
こ
と
や
、
わ
が
国
で

も
国
立
情
報
学
研
究
所
（
旧
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
）
を
中
心
に
発
展
を
遂
げ
た

N
A
C
S
I
S
-
C
A
T
 (図
書
館
総
合
目
録
）
が
参
考
事
例
に
な
り
得
た
こ
と
か
ら
も
考

え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
そ
う
し
た
方
向
へ
は
向
か
わ
な
か
っ
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
っ
て
各
館
独
自
の
シ
ス
テ
ム
の
立
ち
上
げ
が
容

易
と
な
っ
た
こ
と
と
、
そ
れ
に
よ
り
セ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム
の

一
律
的
な
運
用
に

左
右
さ
れ
ず
に
き
め
細
か
な
情
報
提
供
が
可
能
と
な
る
こ
と
等
が
、
先
の
構
想

が
採
用
さ
れ
た
主
な
理
由
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
以
前
に
は
シ
ス
テ
ム
が
長
ら
く
具
体
化
し
な
か
っ
た
と
い
う
要
因
を
、
改
め

て
幾
つ
か
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
よ
く
指
摘
さ
れ
る
こ
と
で
も
あ

る
が
、
ま
ず
、

(
1
)
博
物
館
・
美
術
館
の
対
象
と
す
る
作
品
に
は
様
々
な
種
類

が
あ
り
、
研
究
や
管
理
、
更
に
は
情
報
を
公
表
す
る
観
点
も
異
な
る
こ
と
が
あ

る
た
め
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
際
し
て
画

一
的
な
仕
様
を
確
立
す
る
こ
と
が
困

難
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
確
立
を
更
に
困
難
に
さ
せ
る
要
因
と
し
て
、

(
2
)
博

物
館
・
美
術
館
で
所
蔵
し
て
い
る
の
は
唯

一
っ
し
か
な
い
作
品
で
あ
り
、
情
報

も
唯

一
の
も
の
で
あ
る
。
対
し
て
図
書
館
で
は
、
文
献
資
料
を
複
数
の
館
が
重

複
し
て
所
蔵
し
て
い
る
こ
と
基
本
で
あ
り
、
複
数
の
参
加
館
で
構
成
さ
れ
る
総

合
目
録
に
よ
っ
て
各
館
は
目
録
情
報
の
共
有
、
す
な
わ
ち
コ
ピ
ー
が
可
能
と
な

の
仕
組
み
が
用
意
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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る
。
総
合
目
録
を
作
成
す
る
こ
と
の
利
点
の

一
っ
は
そ
こ
に
あ
る
。
情
報
の
作

成
者
側
と
し
て
の
博
物
館
・

美
術
館
で
は
、
情
報
の
共
有
（
こ
こ
で
は
コ
ピ
ー

に
よ
る
利
便
性
と
限
定
す
る
）
と
い
う
概
念
が
、
図
書
館
と
同
じ
意
味
で
は
成

立
せ
ず
、
共
有
の
実
現
の
た
め
に
誰
が
労
力
を
払
う
の
か
と
い
う
動
機
づ
け
が

必
要
と
な
る
。
文
化
財
情
報
の
共
有
と
い
う
響
き
は
魅
力
的
で
あ
る
が
、
そ
の

場
合
の
利
用
者
と
利
点
と
い
う
の
を
具
体
的
に
示
す
の
は
難
し
か
っ
た
で
あ
ろ

う
。
さ
ら
に
、

(
3
)
二
次
情
報
の
流
通
に
深
く
関
わ
る
記
述
枠
組
み
の
確
立
や

使
用
す
る
用
語
な
ど
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
先

に
理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
比
較
的
簡
単
な
方
法
に

よ
っ
て
博
物
館
・

美
術
館
が
情
報
提
供
を
お
こ
な
う
道
が
開
か
れ
た
、
と
い
う

の
が
現
実
と
し
て
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
他
方
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
は
、

専
門
的
な
情
報
資
源
と
し
て
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
よ
り
も
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ

る

一
般
的
な
内
容
の
情
報
提
供
を
優
先
さ
せ
た
、
と
い
う

一
面
が
あ
っ
た
こ
と

も
付
け
加
え
ら
れ
る
。
共
通
索
引
に
は
そ
う
し
た
情
報
で
も
吸
い
上
げ
る
こ
と

が
出
来
る
と
い
う
柔
軟
性
が
あ
っ
た
。

文
化
財
情
報
シ
ス
テ
ム
構
想
は
結
果
と
し
て
緩
や
か
な
統
制
の
も
と
に
現
在

の
か
た
ち
を
現
し
、
技
術
的
な
面
で
は
独
自
の
発
展
も
見
せ
な
か
っ
た
。
こ
う

し
た
こ
と
は
、

一
九
九

0
年
代
前
半
頃
か
ら
活
発
化
し
た
電
子
図
書
館
構
想
が

技
術
的
に
は
さ
ほ
ど
独
自
の
発
展
を
見
せ
ず
に
む
し
ろ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
技
術

に
よ
っ
て
多
く
の
こ
と
が
実
現
し
た
の
に
共
通
す
る
部
分
が
あ
り
、
技
術
面
に

お
い
て
既
存
の
も
の
を
利
用
す
る
と
い
う
判
断
は
適
切
と
も
い
え
る
。
但
し
、

次
章
で
も
述
べ
る
各
種
の
電
子
図
書
館
的
サ
ー
ビ
ス
が
独
自
に
ロ
ー
カ
ル
規
則

を
策
定
し
、
安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
努
力
し
て
い
る

一
方
で
、
文
化
財

情
報
シ
ス
テ
ム
構
想
は
、
当
初
は
そ
の
目
的
を
「
各
機
関
を
結
び
付
け
た
全
国

ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
文
化
財
情
報
の
相
互
利
用
、
研
究

四
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
資
源
の
書
誌
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

人
文
科
学
系
機
関
の
活
動
を
見
て
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
専
門
的
な
情
報

(
5
)
 

者
へ
の
調
査
研
究
支
援
、
普
及
・
広
報
活
動
支
援
な
ど
を
行
う
」
と
し
た
も
の

の
、
現
状
で
は
、
共
通
索
引
と
い
う
仕
組
み
の
み
が
提
示
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
も

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
公
開
さ
れ
、
か
つ
索
引
デ
ー
タ
の
提
出
が
可
能
な
も
の
し

か
採
録
で
き
な
い
た
め
、
収
録
範
囲
と
し
て
も
中
途
半
端
な
も
の
に
留
ま
っ
て

い
る
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
さ
れ
る
デ
ー
タ
は
も
と
よ
り
、
作
成

さ
れ
る
索
引
デ
ー
タ
の
内
容
や
精
粗
の
差
に
つ
い
て
も
、
作
成
側
に
任
さ
れ
て

い
る
。
文
化
財
情
報
シ
ス
テ
ム
構
想
自
体
は
本
来
、
単
な
る
仕
組
み
の
提
示
だ

け
を
目
的
と
し
た
の
で
は
な
く
、
構
想
全
体
の
目
的
に
対
す
る
具
体
策
と
し
て

共
通
索
引
が
生
ま
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
当
初
の
目
的
を
今
後
も
共
通
索
引
に
当

て
は
め
て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、

―
つ
の
検
索
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
安
定
し
た
質
の

保
持
に
努
め
る
こ
と
は
当
然
と
し
て
求
め
ら
れ
よ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
デ
ー

タ
の
作
成
側
に
対
し
て
は
「
文
化
財
情
報
の
相
互
利
用
」
に
資
す
る
に
充
分
な

収
録
範
囲
を
確
保
す
る
た
め
の
参
加
館
へ
の
技
術
的
な
サ
ポ
ー
ト
と
、
更
に
利

用
者
側
に
対
し
て
は
、
共
通
索
引
自
身
が
検
索
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
充
分
に
洗
練

さ
れ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
後
者
に
つ
い
て
は
次
章
で
も
続
い
て
述
べ
る
こ

と
と
す
る
。

を
提
供
す
る
こ
と
自
体
に
つ
い
て
は
、
も
は
や
そ
の
黎
明
期
は
過
ぎ
た
よ
う
に

(6
)
 

思
わ
れ
る
。
当
初
の
目
的
に
か
え
っ
て
考
え
て
み
る
な
ら
ば
、
共
通
索
引
に
は

検
討
す
べ
き
課
題
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
。

(
1
)

学
術
情
報
の
流
通
と
書
誌
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

さ
て
、
こ
れ
か
ら
は
書
誌

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
い
う
よ
り
広
い
観
点
か
ら
文
化
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財
情
報
シ
ス
テ
ム
の
今
後
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に

公
開
さ
れ
る
学
術
的
に
有
用
な
情
報

（ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
資
源
）
が
増
え
る
に

従
っ
て
、
そ
の
正
確
な
把
握
か
ら
入
手
ま
で
を
可
能
に
す
る
方
法
に
つ
い
て
関

心
が
深
ま
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
図
書
や
雑
誌
論
文
な
ど
の
学
術
情
報
の

流
通
に
関
わ
る
様
々
な
側
面
つ
い
て
は
、
書
誌
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
い
う
概
念
に

よ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
な
お
書
誌
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
全
般
に
つ
い
て
は
、
以

(7
)
 

下
で
は
主
と
し
て
海
野
敏
氏
他
の
見
解
に
基
づ
く
こ
と
に
す
る
。

書
誌
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
は
、
「

一
次
情
報
の
効
率
的
な
流
通
と
利
用
を
促
進

す
る
た
め
に
、
全
国
あ
る
い
は
世
界
レ
ベ
ル
で
、
目
録
情
報
の
蓄
積
、
流
通
を

(8
)
 

推
進
す
る
活
動
全
般
」
と
さ
れ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
す
る
遥
か
以
前

よ
り
、
情
報
の
加
速
的
な
増
大
は
、
利
用
者
が
適
切
な
情
報
を
確
実
に
入
手
す

る
上
で
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
き
た
。
そ
の
中
で
特
に
学
術
情
報
に
対
し
て
は

情
報
を
探
索
す
る
ツ
ー
ル
（
書
誌
や
大
規
模
な
総
合
目
録
な
ど
）
や
、
情
報
が
円
滑

に
流
通
す
る
た
め
の
種
々
の
規
則
、
書
誌
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
な
ど
の
社
会
的

制
度
が
整
え
ら
れ
て
き
た
。
そ
し
て
近
年
、
学
術
情
報
の
提
供
媒
体
と
し
て
従

来
の
印
刷
物
に
代
表
さ
れ
る
蓄
積
系
メ
デ
ィ
ア
に
代
わ
っ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系

メ
デ
ィ
ア
が
注
目
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
学
術
情
報
の
公
開
が

増
加
す
る
に
至
っ
て
、
書
誌
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
新
た
な
側
面
を
迎
え
つ
つ
あ
る
。

こ
う
し
た
流
れ
に
対
し
て
は
「
書
誌
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
世
代
論
」
に
よ
っ
て
分

(
9
)
 

析
の
対
象
が
明
確
化
さ
れ
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
メ
デ
ィ
ア
と
は
、

W
W
W、

電
子
掲
示
板
、
電
子
メ
ー
ル
な
ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
情
報
を
流
通

さ
せ
る
仕
組
み
全
般
を
指
す
が
、
従
来
の
蓄
積
系
メ
デ
ィ
ア
の
提
供
形
態
に
比

較
的
近
い
、
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
情
報
を
伝
達
す
る
機
能
を
持
つ
と
い
う
観

点
か
ら
、
こ
こ
で
は

W
W
Wを
中
心
に
考
え
る
こ
と
に
す
る
。

書
誌
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
世
代
論
と
メ
タ
デ
ー
タ

書
誌
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
対
象
と
な
る

一
次
情
報
の
提
供
形
態
と
、
そ
の
探

索
ツ
ー
ル
で
あ
る
目
録
情
報
の
提
供
形
態
か
ら
、
第

一
世
代
か
ら
第
三
世
代
ま

一
次
情
報
と
目
録
情
報
が
共
に

蓄
積
系
メ
デ
ィ
ア
で
、
そ
の
例
は
図
書
と
カ
ー
ド
目
録
に
代
表
さ
れ
る
印
刷
メ

デ
ィ
ア
で
あ
る
。
第
二
世
代
は
現
在
最
も

一
般
的
で
広
く
普
及
し
て
い
る
も
の

で、

一
次
情
報
が
図
書
や
雑
誌
な
ど
の
蓄
積
系
メ
デ
ィ
ア
で
、
目
録
情
報
が
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
系
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
メ
デ
ィ
ア

と
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
情
報
検
索
シ
ス
テ
ム
や
、
書
誌
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
で
あ
り
、

一
九
六
〇
＼
七

0
年
代
以
降
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
の
進
歩

に
よ
り
、
こ
う
し
た
書
誌
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
活
動
が
大
き
く
進
展
し
た
。
そ
し
て

第
三
世
代
は

一
次
情
報
、
目
録
情
報
が
共
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
メ
デ
ィ
ア
を
利

用
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
、

一
次
情
報
の
提
供
形
態
が
変
容
す
る
中
で
、

書

誌
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
お
い
て
も
、
伝
統
的
な
蓄
積
系
メ
デ
ィ
ア
を
対
象
に
し
た

第
二
世
代
か
ら
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
メ
デ
ィ
ア
を
対
象
に
す
る
第
三
世
代
へ
の

適
応
方
法
が
模
索
さ
れ
て
い
る

（表

4
)。

て
有
用
な
も
の
と
認
知
さ
れ
る
に
は
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
資
源
が
こ
れ
ま
で
の
印
刷
物
と
同
様
に
学
術
情
報
と
し

ア
ク
セ
ス
が
保
証
さ
れ
、

一
定
の
流
通

サ
イ
ク
ル
が
確
立
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
内
容
的
に
有
用
で
あ
っ

て
も
、
書
誌
的
単
位
が
不
明
瞭
で
あ
り
、
可
変
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
資
源

に
対
し
て
は
、
従
来
の
様
に
費
用
・
作
業
両
面
に
お
い
て
負
担
の
大
き
い
書
誌

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
手
法
を
用
い
る
の
は
困
難
で
あ
り
、
効
果
的
と
も
い
え
な
い
。

か
と
い
っ
て
、

W
W
W
の
テ
キ
ス
ト
全
文
を
自
動
的
に
索
引
化
し
た
サ
ー
チ
ェ

ン
ジ
ン
で
は
、
満
足
な
結
果
を
得
る
の
が
容
易
で
は
な
い
こ
と
は
経
験
的
に
明

ら
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
第
三
世
代
の
書
誌
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
手
段
と
し
て
注
目
さ

で
に
分
け
て
論
じ
ら
れ
る
。
第

一
世
代
と
は
、

(
2
)
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れ
て
い
る
の
が
、

表4 習誌コントロールの世代概念とメディアの種類 （注(9)に一部加筆作成）

メ
タ
デ
ー
タ
で
あ
る
。
メ
タ
デ
ー
タ
と
は
メ
タ
と
い
う
接
頭

辞
の
示
す
通
り
、
デ
ー
タ
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
で
あ
る
が
、
書
誌
コ
ン
ト
ロ
ー

ルの文脈では「情報を組織化するために、その情報の属性を記述し

次 情 報

蓄積系メデイア ネットワーク系メデイア

蓄 第一世代

悶
メ
対象資料：図書、雑誌

目 デ a 

且
イ 検索手段：冊子体目録、カード目録
ア

主題書誌
報
,,,--..._ 

ネ
次

＇` 情
ツ

卜 第二世代 第三世代
報ヽ ワ
l .. 
ク

... 
系
対象資料：図書、雑誌論文

メ 検索手段：オンライン目録 (OPAC)
デ

オンライン情報検索システムイ

ア （各種データベース）

つ
い
て
は

一
切
定
め
て
い
な
い
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
採
用
す
る
側
が
個
別
に
考

た
も
の
」

で
、
具
体
的
に
は
、
情
報
の
識
別
名
、
形
態
、
内
容
記
述
、
主
題
、

所
在
指
示
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
定
義
自
体
は
、
従
来
か
ら
の
目
録
情
報
全
般
に

共
通
す
る
が
、
近
年
は
特
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
資
源
に
関
わ
る
事
柄
を
総
称

し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
メ
タ
デ
ー
タ

に
は
、
現
在
、
情
報
資
源
の

(
1
)
識
別

・
同
定
、

(
2
)所
在
指
示
、

(
3
)
記
述
の

三
つ
の
機
能
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
以
下
で

は
情
報
資
源
の

二
次
的
な
表
現
と
し
て
重
要
な
(
3
)
の
記
述
の
う
ち
、
「
ダ
ブ

一
九
九
六
年、

O
C
L
C

(O
n
lin
e
 C
o
m
p
u
t
e
r
 L
i
b
r
a
r
y
 C
e
n
t
e
r
)

と
N
a
t
i
o
n
a
l

C
e
n
t
e
r
 S
u
p
e
r
c
o
m
p
u
t
i
n
g
 A
p
p
li
c
a
t
i
o
n
s
は
メ
タ
デ
ー
タ
に
関
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
共
有
で
き
る
メ
タ
デ
ー
タ
の
基
本
要
素
を
確
定
し
た
。

こ
れ
が
開
催
地
(D
u
b
lin
,
O
h
io)
の
名
前
を
取
っ
て
付
け
ら
れ
た
「
ダ
ブ
リ
ン
コ

(10
)
 

で
あ
る
。
ダ
ブ
リ
ン
コ
ア
と
は

ア

(
D
u
b
lin
C
o
r
e
 M
e
t
a
d
a
t
a
 E
le
m
e
n
t
 S
e
t
)」

「
電
子
的
な
情
報
資
源
に
対
し
て
用
い
る
内
容
記
述
モ
デ
ル
」
で
あ
り
、
「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
資
源
の
組
織
化
に
必
要
な
基
本
（
コ
ア
）
と
な
る
記
述

要
素
」
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
現
在
、
ダ
ブ
リ
ン
コ
ア
で
は

15
の
要
素
が
提
案
さ

こ
れ
ら
は
、
情
報
資
源
を
二
次
的
に
表
現
し
、
特
定
す
る
た
め
の
基
本
要
素

で
あ
る
。
し
か
し
、
ダ
ブ
リ
ン
コ
ア
は
あ
く
ま
で
記
述
の
枠
組
み
と
し
て
必
要

な
も
の
を
示
す
の
み
で
、
そ
こ
に
記
入
さ
れ
る
デ
ー
タ
の
記
述
方
法
、
統
制
規

則
、
典
拠
と
し
て
何
を
用
い
る
か
、
ま
た
シ
ス
テ
ム
に
ど
の
様
に
実
装
す
る
か

案
、
規
定
、
採
択
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ダ
ブ
リ
ン
コ
ア
は
、

W
W
W
の

文
書
デ
ー
タ
中
に
タ
グ
と
し
て
埋
め
込
む
こ
と
が
可
能
だ
が
（
内
部
参
照
モ
デ

ル
と
呼
ば
れ
る
）
、
デ
ー
タ
本
体
と
は
別
に
作
成
し
管
理
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

れ
て
い
る
（
表
5
)
。

リ
ン
コ
ア
」
に
関
し
て
論
を
進
め
る
。
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る
（
外
部
参
照
モ
デ
ル
と
呼
ば
れ
る
）
。
こ
う
し
た
ダ
ブ
リ
ン
コ
ア
の
あ
り
方
は
、

情
報
を
生
産
・
公
表
す
る
側
に
も
メ
タ
デ
ー
タ
作
成
を
促
す
こ
と
を
目
指
し
た

表5 ダブリンコアの15要素（注(10))

要 素 ラ ベ ル ,..,... 疋 義

タイトル Title 情報資源の名称

作者 Creator 内容の制作について責任を持つ者

主題 Subject and Keywords 内容の要旨

内容記述 Description 内容についての説明

発行者 Publisher 情報資源を利用できる形態にした者

貢献者 Contributor 内容に寄与した者

日付 Date 主として制作または利用可能となった日付

種類 Resource Type 内容のジャンルや特性

形式 Format 物理的またはデジタル的形式

識別子 Resource Identifier 情報資源を明確に指示できる文字列や番号

出典 Source 情報資源の元となったものへの指示

圭仁コ 吾ロ五口 Language 内容を記述した言語

関係 Relation 関連する情報資源への参照

範囲 Coverage 内容に含まれる地理、時代などの範囲

権利 Rights Management 情報資源の権利に関わる情報

取
り
あ
え
ず
の
合
意
で
あ
り
、
課
題
に
対
す
る

(11
)
 

い
わ
れ
る
が
、
最
近
、
わ
が
国
で
も
ダ
ブ
リ
ン
コ
ア
に
基
づ
い
て
特
定
分
野
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
資
源
を
収
集
し
て
ア
ク
セ
ス
を
提
供
す
る
試
み
が
大
学
図

(12
)
 

書
館
等
を
中
心
に
開
始
さ
れ
、
着
実
に
浸
透
を
見
せ
て
い
る
。
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

情
報
資
源
の
学
術
情
報
と
し
て
の
有
用
性
は
、
こ
う
し
た
手
法
を
用
い
た
流
通

サ
イ
ク
ル
が
確
立
さ
れ
る
か
ど
う
か
に
よ

っ
て
大
き
く
左
右
さ
れ
、

今
後
の
活

以
上
の
よ
う
に
、
ダ
ブ
リ
ン
コ
ア
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
公
開
さ
れ
て
い
る

情
報
資
源
を
対
象
と
し
て
い
る
点
、
検
索
に
必
要
と
な
る
項
目
の
基
本
的
枠
組

み
を
示
し
て
い
る
と
い
う
点
で
共
通
索
引
に
繋
が
る
部
分
が
見
ら
れ
る
。
し
か

し
、
ダ
ブ
リ
ン
コ
ア
は
ど
の
様
な
種
類
の
情
報
資
源
に
対
し
て
も
採
用
で
き
る
、

よ
り
高
位
の
枠
組
み
で
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
各
要
素
に
記
入
す
る
値
等
に

関
し
て
は
ダ
ブ
リ
ン
コ
ア
を
導
入
す
る
側
が
独
自
に
基
準

(s
c
h
e
m
e
)

を
与
え

る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
主
題
を
L
C
S
H
(米
国
議
会
図
書
館
件
名
標
目

表）

に
基
づ
い
て
与
え
る
と
、
基
準
は
L
C
S
H
と
な
る
。
実
際
、
ダ
ブ
リ
ン
コ
ア

に
基
づ
い
て
し
て
特
定
分
野
の
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
機
関
で
は
、
そ
れ

(13
)
 

ぞ
れ
に
適
し
た
基
準
の
導
入
を
お
こ
な

っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
現
時
点

の
共
通
索
引
は
枠
組
み
の
提
示
の
み
で
完
結
し
て
い
る
と
い
え
る
。

文
化
財

・
美
術
品
に
関
わ
る
情
報
化
は
、
文
化
財
情
報
シ
ス
テ
ム
及
び
共
通

索
引
に
よ

っ
て
か
た
ち
を
見
せ
た
訳
だ
が
、
こ
う
し
た
メ
ー
タ
デ
ー
タ
的
な
コ

ン
ト
ロ

ー
ル
を
当
初
か
ら
志
向
し
た
の
で
は
な
く
、
前
章
で
示
し
た
よ
う
に
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
提
供
を
先
行
さ
せ
た
結
果
か
ら
導
か
れ
た
も
の

と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
見
方
を
変
え
れ
ば
、
物
理
的
セ
ン
タ
ー
シ
ス

(
3
)
 
ダ
ブ
リ
ン
コ
ア
と
共
通
索
引

動
の
成
否
と
合
わ
せ
て
検
証
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

つ
の
回
答
に
す
ぎ
な
い
と
も
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テ
ム
の
構
築
に
と
っ
て
障
害
と
な
っ
た
要
素
は
先
送
り
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も

出
来
る
。
結
果
と
し
て
は
、
共
通
索
引
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
緩
や
か
な
仕
様
が
各
館
へ
の
負
担
が
少
な
く
、

実

現
化
を
早
め
た
の
は
事
実
で
あ
り
、
そ
の
点
は
評
価
で
き
る
。
博
物
館
・
美
術

館
で
の
情
報
化
に
つ
い
て
は
、
各
々
の
独
自
性
を
維
持
で
き
る
こ
と
が
今
後
も

変
わ
ら
ず
求
め
ら
れ
よ
う
。
但
し
、
総
合
的
な
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
た

め
に
は
、
そ
れ
に
よ
る
不
均

一
性
を
克
服
す
る
仕
組
み
が
そ
の
先
に
求
め
ら
れ

る
。
そ
う
し
た
中
、
個
々
の
機
関
独
自
の
情
報
提
供
と
総
合
的
な
情
報
サ
ー
ビ

ス

（
横
断
検
索
な
ど
）
を
同
時
に
実
現
す
る
た
め
に
、
既
存
の
技
術
を
組
み
合
わ(14
)
 

せ
て
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
あ
げ
る
と
い
う

一
っ
の
モ
デ
ル
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
モ
デ
ル
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
公
開
さ
れ
る
情
報
と
、

W
W
W
の
標

準
的
な
探
索
ツ
ー
ル
（
検
索
エ
ン
ジ
ン
）
の
間
に
「
ア
ー
カ
イ
バ
ル
タ
イ
プ
・
ス

テ
ー
ト
メ
ン
ト
」
と
「
エ
キ
ス
パ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
」
を
組
み
込
む
、
と
い
う
も

の
で
あ
る
が
、
「
ア
ー
カ
イ
バ
ル
・
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
」
と
は
、
「

W
W
Wサ
イ

ト
の
基
本
情
報
の
散
文
形
式
的
表
現
」
（す
な
わ
ち
メ
タ
デ
ー
タ
に
対
応
し
よ
う
）

で
、
ま
た
「
エ
キ
ス
パ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
」
は
、
既
存
の
シ
ソ
ー
ラ
ス
、
人
名
典

拠
フ
ァ
イ
ル
な
ど
の
「
構
造
化
さ
れ
た
知
識
ベ
ー
ス
」
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、

ダ
ブ
リ
ン
コ
ア
の
導
入
事
例
が
示
し
て
い
る
、
ダ
ブ
リ
ン
コ
ア
と
既
存
の
語
彙

や
件
名
標
目
表
と
の
組
み
合
わ
せ
の
モ
デ
ル
に
他
な
ら
な
い
。

長

い
歴
史
を
も
つ
印
刷
物
と
比
較
し
て
不
確
定
要
素
の
強
い
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

情
報
資
源
の
書
誌
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
画

一
的

な
シ
ス
テ
ム
や
規
則
で
は
な
く
、

ダ
ブ
リ
ン
コ
ア
に
代
表
さ
れ
る
柔
軟
な
手
法

が
有
効
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
第
三
世
代
の
書
誌
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
対
し
て
こ

れ
ま
で
に
出
さ
れ
て
い
る
回
答
で
あ
る
。
そ
し
て
同
じ
よ
う
に
、
物
理
的
な
セ

ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム
の
実
現
し
な
い
ま
ま
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
公
開

五

お

わ

り

に

や
技
術
を
応
用
す
る
可
能
性
は
今
後
よ
り
深
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。

が
進
ん
だ
文
化
財
情
報
に
つ
い
て
も
、
共
通
索
引
の
よ
う
に
緩
や
か
な
仕
様
が

当
て
は
ま
っ
た
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
に
述
べ
た
情
報
化
の
進
展
過
程
が
物
語
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
先
に
も
述
べ
た
と
お
り
現
在
の
共
通
索
引
で
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
上
で
公
開
さ
れ
る
博
物
館
・

美
術
館
の
情
報
の
不
均

一
性
を
克
服
す

る
に
は
未
だ
充
分
で
な
く
、
当
該
分
野
に
と
っ
て
有
効
な
情
報
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
課
題
が
幾
つ
か
残
さ
れ
て
い
る
。
第

一
に
、
デ
ー
タ

の
収
集
に
関
し
て
は
、

―
つ
の
情
報
資
源
と
し
て
の
評
価
が
可
能
な
程
度
に
ま

で
収
録
数
を
増
加
さ
せ
る
た
め
、

二
次
情
報
の
作
成
を
促
進
さ
せ
る
体
制
が
必

要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
博
物
館
・
美
術
館
の
収
蔵
品
で
な
く
と
も
、
国
指
定
文

化
財
の
デ
ー
タ
に
関
し
て
は
関
連
性
を
持
た
せ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

第
二
と
し
て
、
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
洗
練
さ
せ
る
た
め
に
、

基
準
の
導

入
や
、
規
則
の
策
定
に
つ
い
て
も
検
討
し
、
デ
ー
タ
間
の
不
均

一
性
を
克
服
す

る
た
め
の
検
索
シ
ス
テ
ム
ヘ
の
工
夫
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
と
く
に
後
者
の

際
に
は
、
導
入
事
例
を
あ
げ
た
よ
う
な
、
書
誌
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
分
野
で
の
議
論

本
稿
で
は
、
ま
ず
当
館
で
導
入
さ
れ
た
文
化
財
情
報
シ
ス
テ
ム
構
築
の
経
緯

と
現
状
を
ま
と
め
、
シ
ス
テ
ム
の
中
心
と
な
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
内
容
に
つ
い

て
述
べ
た
。
同
時
に
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
文
化
庁
を
中
心
と
し
た
文
化
財
情
報

シ
ス
テ
ム
構
想
が
経
て
き
た
過
程
を
整
理

・
検
討
す
る
こ
と
を
試
み
た
。

当
館
で
は
平
成
七
年
度
(
-
九
九
五
）
以
降
、
文
化
財
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
お
こ
な
っ
た
が
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
文
化
財
と
写
真
の
情
報
を
蓄
積
す
る

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
中
心
と
な
り
、
各
種
サ
ブ
テ
ー
ブ
ル
の
作
成
や
デ
ー
タ
の
コ
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る
。

ー
ド
化
に
よ
っ
て
安
定
し
た
情
報
を
効
率
的
に
蓄
積
し
、
特
に
写
真

フ
ィ
ル
ム

の
整
理
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
よ
り
安
定
し
た
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て

い
く
こ
と
や
、
文
化
財
研
究
に
資
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
は
課
題
も
残
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
に
つ
い
て
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
外
部
へ

公
開
し
、
文
化
庁
の
共
通
索
引
と
の
関
連
も
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
う
し
た
当
館
で
の
シ
ス
テ
ム
導
入
の
前
提
と
な
っ
た
文
化
庁
全
体
の
構
想

で
は
、
当
初
、
統

一
的
な
シ
ス
テ
ム
の
構
築
も
検
討
さ
れ
て
い
た
が
、
幾
つ
か

の
阻
害
要
因
も
あ
っ
て
実
現
さ
れ
ず
、
最
終
的
に
は
各
館
が
独
自
の
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
情
報
を
公
開
す
る
こ
と
と
し
、
そ
れ

を
共
通
索
引
で
結
び
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
構
想
が
具
体
化
し
た
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
の
既
存
の
技
術
を
応
用
す
る
こ
と
は
、
結
果
的
に
情
報
公
開
を
早
め

た
と
い
え
る
。
お
そ
ら
く
、
文
化
財
に
関
わ
る
情
報
化
は
、
今
後
も
現
在
の
延

長
上
を
進
ん
で
い
く
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
状
の
共
通
索
引
は
、
情

報
提
供
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
発
展
・
継
続
さ
せ
る
た
め
に
、
デ
ー
タ
の
作
成
と
検

索
シ
ス
テ
ム
自
体
の
洗
練
に
関
し
て
課
題
を
依
然
と
し
て
含
ん
で
い
る
と
い
え

他
方
、
こ
れ
ま
で
印
刷
物
を
対
象
と
し
た
情
報
の
流
通
に
関
し
て
は
、

書
誌

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
総
称
さ
れ
る
活
動
に
よ
っ
て
制
度
的
・
技
術
的
基
盤
が
確
立

さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
印
刷
物
と
比
較
し
て
不
確
定
要
素
が
多
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
情
報
資
源
の
出
現
に
よ
っ
て
、
書
誌
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
新
た
な
段
階
を
迎
え

つ
つ
あ
り
、
従
来
の
中
央
集
中
的
方
法
で
は
な
く
、
ダ
ブ
リ
ン
コ
ア
に
代
表
さ

れ
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
資
源
に
利
用
で
き
る
緩
や
か
な
二
次
情
報
の
作
成
と
、
検

索
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
基
準
の
導
入
を
組
み
合
わ
せ
て
お
こ
な
う
と
い
う
よ
う

な
分
散
的
方
法
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
解
決
策
を
見
い
だ
そ
う
と
す
る
動
き
が
あ

る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
情
報
公
開
を
前
提
と
す
る
文
化
財
情
報
に
と
っ
て

註 が
必
要
で
あ
る
。

も
、
こ
う
し
た
動
き
は
密
接
に
関
わ
る
も
の
と
い
え
る
。
特
に
共
通
索
引
に
お

い
て
は
、
デ
ー
タ
間
の
不
均

一
性
を
克
服
す
る
た
め
の
検
索
シ
ス
テ
ム
に
対
す

る
解
決
策
を
見
い
だ
し
う
る
だ
ろ
う
。
今
後
の
文
化
財
情
報
シ
ス
テ
ム
は
書
誌

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
分
野
で
の
諸
成
果
を
積
極
的
に
応
用
し
、
ま
た
検
証
す
る
こ
と

本
稿
は
シ
ス
テ
ム
の
報
告
と
し
て
特
に
技
術
面
に
お
い
て
は
充
分
で
な
か

っ

た
が
、
全
体
と
の
関
わ
り
の
中
で
現
状
を
踏
ま
え
て
今
後
を
展
望
し
て
い
き
た

い
と
い
う
観
点
か
ら
、
こ
う
し
た
構
成
を
と
っ
た
。
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
に
つ

い
て
の
実
質
的
な
検
討
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
い
き
た
い
。

(
1
)
報
告
に
は
次
の

二
つ
が
あ
る
。

①
田
窪
直
規
「
美
術
史
研
究
写
真
デ
ー
タ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
ヘ
の
R
D
B
M
S
の
利

用
と
、
そ
の
経
験
を
通
じ
て
の
人
文
学

へ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
応
用
に
関
す
る

一
考

察
」
『情
報
処
理
学
会
研
究
報
告
書
』

九
三

(
-
八
）

一
九
九
三
年
三
月
、

一
九
ー

二
六
頁。

②
田
窪
直
規
、
西
岡
美
貴

「美
術
史
研
究
写
真
の
情
報
管
理
に
つ
い
て
；

奈
良
国

立
博
物
館
仏
教
美
術
資
料
研
究
セ
ン
タ
ー
の
実
践
と
情
報
管
理
論
の
基
本
問
題
」

『情
報
管
理
』
狐
三
七、

No
五
、

一
九
九
四
年
、
三
九
三
ー
四

0
六
頁
。

(2
)
文
化
庁
長
官
官
房
総
務
課
文
化
政
策
室

「
文
化
財
情
報
の
発
信
の
た
め
の
基
盤
整

備
—

文
化
情
報
総
合
シ
ス
テ
ム
ー

」
『文
化
庁
月
報
』
N
o.

三
三
二
、

一
九
九
六
年
、

一
八
ー

一
九
頁
。

(
3
)
共
通
索
引
お
よ
び
文
化
財
情
報
シ
ス
テ
ム
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
次
を
参
照

こ

h
t
t
p
:/＼
 
w
w
w
.t
n
m
.g
o
.jp ¥
 bn
c
a
 ¥
 

(
4
)
例
え
ば
、
ツ
ー
ル
と
し
て
は
、

A
r
t
a
n
d
 A
rchitec
ture
 T
h
esa
u
r
us.
 (
2
n
d
.
 ed., 

Vol.1-5, N
e
w
 Y
o
r
k
,
 O
x
f
o
r
d
 U
n
i
v
e
rsity Press, 1
9
9
4
.)

が
あ
る
。
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
と
し
て
は
、

Inte
rnational
Guidelin
es
 fo
r
 M
u
s
e
u
m
 O
b
jec
t
 Information: 

T
h
e
 C
I
D
O
C
 Information Categories.
 (International C
o
m
m
i
t
t
e
e
 for 

D
o
c
u
m
e
n
t
a
t
i
o
n
 
of 
t
h
e
 I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
C
o
u
n
c
i
l
 
of 
M
u
s
e
u
m
s
 (
C
I
D
O
C
)
,
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1
9
9
5
.
)

が
あ
る
。

次
を
参
照
」

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
d
o
c
.
i
c
o
m
.
o
r
g¥
 gu
i
d
e
 ¥
 gu
i
d
e
.
h
t
m
 

(
5
)
「
文
化
財
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
関
す
る
調
査
研
究
協
力
者
会
議
（
第

一
回）」

配
布
資
料
（
平
成
七
年
二
月
八
日
於
東
京
国
立
博
物
館
）
の
う
ち
「
資
料

3

文
化
財
情
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
」
。

(
6
)
例
え
ば
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

(
h
t
t
p
:/＼
 w
w
w
.
h
i
.
u
 ,
 
t
o
k
y
o
.
a
c
.
j
p
 ¥
 index'j. 

h
t
m
l
)
、
国
文
学
研
究
資
料
館

(http:
/＼
 w
w
w
.
n
i
j
l
.
a
c
.
j
 p
 ¥）
な
ど
。
な
お
、
東
大

史
料
編
纂
所
に
関
し
て
は
、
次
の
報
告
が
あ
る
。

①
加
藤
友
康
研
究
代
表
者

『
W
W
Wサ
ー
パ
に
よ
る
日
本
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
化
と
公
開
に
関
す
る
研
究
（
課
題
番
号

0
八
四

0
八

0

1

-
）
』

一
九
九
六
年
度
＼

一
九

九

八

年

度

科

学

研

究

補

助

金

基

盤

研

究

(
A
)
（
2
)
研
究
成
果
報
告
書

一
九
九
九
年
三
月
。

②
内
村
奈
緒
美
「
『所
蔵
史
料
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』
の
構
築
と
公
開
に
つ
い
て

I

現
状
と
課
題
ー
」
『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
第

一
0
号、

二
0
0
0

年、

一
ー

一
四
頁
。

(
7
)

「
4

学
術
情
報
の
組
織
化
」
『
学
術
情
報
と
図
書
館

講

座

図

書

館

の

理

論

と

実

際

第

9
巻
』
海
野
敏
、
影
浦
峡
、
戸
田
憧

一
共
著
雄
山
閣
、

一
九
九
九
年
、

一
六

一
ー
一

九

0
頁
。

(
8
)
前
掲

(
7
)

一
六
二
頁
。

(
9
)
前
掲

(
7
)

「
に
書
誌
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
世
代
論」

一
六
ニ
ー

一
六
五
頁
。

(10)
ダ
ブ
リ
ン

コ
ア
全
般
に
つ
い
て
は
、
次
を
参
照
ニ

h
t
t
p
:
/＼
 p
u
r
l
.
o
c
l
c
.
o
r
g
 ¥
 de
 ¥
 

D
u
b
l
i
n
 C
o
r
e
 M
e
t
a
d
a
t
a
 E
l
e
m
e
n
t
 Set, 
V
e
r
s
i
o
n
l
.
l
:
R
e
f
e
r
e
n
c
e
 D
escrip
t
i
o
n
に
つ
い

て
は
、
次
を
参
照
」

h
t
t
p
:
/＼
 d
u
b
l
i
n
c
o
r
e
.
o
r
g
 ¥
 do
c
u
m
e
n
t
s
 ¥
 dc
e
s
 ¥
 

(11)
永
田
治
樹

『学
術
情
報
と
図
書
館
』
丸
善
、

一
九
九
七
年
、
一

―
九
頁
。

(12)
平
岡
博
他

「図
書
館
情
報
大
学
デ
ィ
ジ
タ
ル
図
書
館
シ
ス
テ
ム
」
『
情
報
管
理
』
訊

四
二
、

No
六、

一
九
九
九
年
、
四
七

一
ー
四
七
九
頁
。
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
次

を
参
照
ニ

http:
/
/
lib.ulis.
a
c
.jp ¥
 

東
京
大
学
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
次
を
参
照
ニ

http:
/
/
w
w
w
.
l
i
b
.
u
 ,
 
t
o
k
y
o
.
a
c
.
j
p
 ¥
 

(13)
例
え
ば
、
社
会
科
学
分
野
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
資
源
に
対
し
て
は
、

S
o
c
ial

S
c
i
e
n
c
e
s
 
I
n
d
e
x
な
ど
既
存
の
語
彙
を
使
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。
上
村
圭
介

「
メ
タ
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
学
術
的

W
W
Wデ
ィ
レ
ク
ト
リ
サ
ー
ビ
ス
の
構
築
」

『
情
報
の
科
学
と
技
術
』
四
九
巻
一
号
、

一
九
九
九
年
、

二
三
ー
ニ
七
頁
。

(14)
井
渓
明
、
坂
本
昇
、
宍
戸
芽
衣
、
鈴
木
志
元
、
高
橋
晴
子
、
田
窪
直
規
、
内
藤
広

志
、
浜
田
行
弘
、
弘
江
重
徳
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
博
物
館
情
報
の
流

通
こ
人
タ
ム
の
提
案
す
る
モ
デ
ル
と
「
文
化
財
情
報
シ
ス
テ
ム
」
」

『
ア
ー
ト
・
ド

キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
』

No
七、

一
九
九
九
、

一
九
ー
ニ
七
頁
。

（
み
や
ざ
き
も
と
こ

当
館
研
究
員）
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[
写
真
提
供
]

宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所

マ
リ
サ
・
リ
ン
ネ

[
英
文
翻
訳
]

[
縫
集
委
員
]

内

藤

榮

高

橋

照

彦

宮

崎

幹

子

本
号
に
は
多
彩
な
内
容
の
論
文
三
編
と
研
究
ノ
ー
ト

一
編

を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
外
村
中
氏
に
よ
る
論
文

は、

当
館
で
例
年
実
施
し
て
い
る
海
外
所
在
日
本
美
術
品

調
査
の
ケ
ル
ン
東
洋
美
術
館
に
お
け
る
調
査
の
際
に
ご
協

力
頂
い
た
同
氏
よ
り
、

本
紀
要
に
ご
寄
稿
頂
き
、
掲
載
に

至
っ

た
も
の
で
す
。
次
号
以
降
は
論
文
に
限
ら
ず
、
博
物

館
に
関
わ
る
様
々
な
活
動
成
果
も
収
録
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

[
編
集
後
記
]

『鹿
園
雑
集
』
第
ニ

・
三
合
併
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

印

刷

株

式

会

社

天

理

時

報

社

天
理
市
稲
葉
町
八

0
番
地

編

集

発

行

奈

良

国

立

博

物

館

奈
良
市
登
大
路
町
五
0
番
地

平
成
十
三
年
三
月
三
十

一
日
発
行

奈
良
国
立
博
物
館
研
究
紀
要

鹿
園
雑
集

第
ニ
・
三
合
併
号



STATUS QUO AND FUTURE DIRECTIONS OF THE 

CULTURAL PROPERTY INFORMATION SYSTEM 

Its Relationship to the Bibliographic Control of 

Network Information Resources 

MIYAZAKI Motoko 

Nara National Museum 

T
his article reviews the circumstances under which the current Cultural Property Information System -the 

Nara National Museum's collections management system -was implemented, reviews its cmTent status, 

and details the contents of its database. It th~n goes on to overview and discuss the development of the 

Cultural Property Information System concept envisioned by the Agency for Cultural Affairs -which lay 

behind the actualization of the Nara National Museum and other national museum systems -and speculates 

about its potential for future. 

The Nara National Museum constructed its collections management system in 1995 as a resource to 

consolidate accumulated data related to cultural properties. This system had at its core a database of text and 

photographs, the use of sub-tables and data codification allowing for the efficient accretion of a stable 

information base. One of the main goals of this database was the organization of the museum's photographic 

archives, data that was then made available to the public over the Internet. 

Originally, the Agency for Cultural Affairs had proposed the concept of creating a single unified collections 

management system for all the national museums. This idea was never realized, and the Nara National 

Museum system, like those of the other museums, was built entirely independently. Instead, an engine called 

the Common Index on Museum Objects actualized the consolidated search capabilities envisioned by the 

Agency for Cultural Affairs. 

In retrospect, it is clear that the application of Internet networking and other technologies accelerated the 

public disclosure of information relating to museum-owned artworks, a trend that is likely to continue in the 

future. However, in order for such public information services as the Common Index to persist and improve, 

a system must be implemented to promote the creation of metadata and methods to deal with data 

irregularities. These changes are in the best interests of both the creators and the users. 

Until now, the greatest progress in creating archival standards has occurred in the field of printed 

materials. The use of bibliographic control enabled the library community to establish a standardized 

technical foundation. However, the advent of network information resources and the range of irregular factors 

that came with it presented the field with a variety of new challenges. These issues have been dealt with not 

by the centrally concentrated methods of the past, but through innovative solutions using dispersed methods 

of control. This new movement, represented by a scheme called the Dublin Core, allows for the creation of 

flexible metadata information as well the construction and standardization of a search system that can be used 

for all types of information resources. 

These trends in bibliographic control relate closely to the job of the museum to prepare cultural property 

information for use on the Internet. It is essential that developments in the field of bibliographic control be 

applied and tested in the Cultural Property Information System in the future. 
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